
 

 

　

富 　 　 谷　 　  市

計　 画　 構　 造　 　 　 仕　 様　 概　 要

成田第１ 汚水中継ポンプ場

　 流域関連公共下水道　 分流汚水　 既設能力Q=0. 208㎥/秒

　 　 改築実施設計（ 機械・ 電気設備） 　 一式

円

工　 期
自　 契約締結日の翌日

至　 令和　 年　 月　 　 日
約　 　 日

工　 費

円

施　 　 工　 　 方　 　 法　 　 其　 　 他

内消費税相当額

富谷市　 成田三丁目３ ５ 　 地内

令和6年度　 成田第１ 汚水中継ポン プ場改築実施設計業務　 実施　 仕様書

起　 　 　 　 工　 　 　 　 事　 　 　 　 由

一金 円也

設計者 検査者

市
　
長

副
市
長

建
設
部
長

主
管
課
長

課
長
補
佐

担
　
当

財
政
課
長



業　務　費　内　訳　書

下水道施設設計業務委託費

　１．成田第１汚水中継ポンプ場改築設計業務 式 1

　　　　ポンプ室（機械） 式 1 第１号明細書

　　　　ポンプ室（電気） 式 1 第２号明細書

　　　現地調査 式 1 第３号明細書

　　　設計協議 式 1 第４号明細書
直接人件費

小計 式 1

旅費交通費 式 1 第５号明細書

電子成果品作成費 式 1
直接経費

小計 式 1

直接原価 式 1

その他原価

業務原価 式 1

一般管理費等 式 1

業務価格　合　計

業務価格　改　メ

消費税相当額 ％ 10

業務委託料

摘 要名 称 細 別 単 位 数 量 単 価 金 額



第１号明細書 成田第１汚水中継ポンプ場　ポンプ室（機械）-改築レベル１

作業比率 主任技術者 技師長 主任技師 技師(A） 技師（B） 技師（C） 技術員

％
1

設計計画
機能計算
設計図作成
数量計算
照査

小計

１　設計対象水量 0.208 m3／sec 補正係数＝

２　水量に係る補正係数
３　基本設計補正
４　脱臭に係る補正
５　設計歩掛割合
(ﾎﾟﾝﾌﾟ設備-ﾎﾟﾝﾌﾟ本体、水中撹拌機・電動機、付帯設備、除塵設備-自動除塵機）

金　　　　　額
人　　員　　計

ポンプ室

（補正率）

合　　　　　計 0

計

計
職　　　　種
区　　　　分

備考

直　　接　　人　　件　　費



第２号明細書 成田第１汚水中継ポンプ場　ポンプ室（電気）-改築レベル２

作業比率 主任技術者 技師長 主任技師 技師(A） 技師（B） 技師（C） 技術員

％
1

設計計画
機能計算
設計図作成
数量計算
照査

小計

１　設計対象水量 0.208 m3／sec 補正係数＝

２　水量に係る補正係数
３　基本設計補正
４　脱臭に係る補正
５　設計歩掛割合
（機械設備に係る負荷設備、計装設備、 監視制御設備）

（補正率）

合　　　　　計

人　　員　　計
金　　　　　額

計

ポンプ室

職　　　　種
計 備考

区　　　　分

直　　接　　人　　件　　費



第３号明細書 現地調査
一式当たり

主任技術者 技師長 主任技師 技師(A） 技師（B） 技師（C） 技術員職　　　　種
区　　　　分

現地調査

計 備考

人　　員　　計

計

（補正率）

金　　　　　額

合　　　　　計



第４号明細書 設計協議
一式当たり

主任技術者 技師長 主任技師 技師(A） 技師（B） 技師（C） 技術員

0

備考
職　　　　種

計
区　　　　分

金　　　　　額

中間3回

設計協議
第1回打合せ

計

（補正率）

合　　　　　計

人　　員　　計

中間打合せ
最終打合せ

直　　接　　人　　件　　費



第５号明細書 旅費交通費 1人/1台とする

車賃
ｋｍ 35

  富谷市役所　→　仙台市中心地（宮城県庁）17.7km　往復×２=35.4km
日当

日 1

小計（一人当たり）
旅費交通費

人

名称 単位 数量 単価 金額 摘要
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 第１ 章  総    則 

１ －１   業務の目的 

本委託業務（ 以下「 業務」 と いう 。 ） は， 本仕様書に基づいて， 特記仕様書に示す

委託対象施設の工事を実施する ために必要な設計図，計算書，設計書等の作成を行う

こ と を目的と する 。  

１ －２  一般仕様書の適用範囲 

業務は， 本仕様書に従い施行し なければなら ない。 ただし ， 特別な仕様書について

は， 特記仕様書に定める 仕様に従い施行し なければなら ない。  

１ －３  費用の負担 

業務の検査等に伴う 必要な費用は， 本仕様書に明記のないも のであっても ， 原則と

し て受注者の負担と する 。  

１ －４  法令等の遵守 

受注者は， 業務の実施に当り ， 関連する 法令等を遵守し なければなら ない。  

１ －５  中立牲の保持 

受注者は， 常にコ ンサルタ ント と し ての中立性を保持する よ う に努めなければなら

ない。  

１ －６  秘密の保持 

受注者は， 業務の処理上知り 得た秘密を他人に漏ら し てはなら ない。  

１ －７  公益確保の責務 

     受注者は， 業務を行う に当たっては公共の安全， 環境の保全， その他の公益を害す

る こ と のないよ う に努めなければなら ない。  

１ －８  許可申請 

受注者は， 工事に必要な許可申請（ 計画通知等） に関する 事務に必要な図面作成を

遅滞なく 行わなければなら ない。  

１ －９  提出書類 

（ １ ） 受注者は， 業務の着手及び完了に当たって， 富谷市の契約約款に定める も のの

外， 下記の書類を提出し なければなら ない。  

    （ イ ） 着手届  （ ロ ） 工程表  （ ハ） 管理技術者届   （ ニ） 職務分担表 

（ ホ） 完了届  （ ヘ） 納品書  （ ト ） 業務委託料請求書等 

    なお, 承認さ れた事項を変更し よ う と する と き は, そのつど承認を受ける も のと する 。 

１ －10 管理技術者及び技術者 

( １ )  受注者は， 管理技術者及び技術者をも って， 秩序正し く 業務を行わせる と と も

に，高度な技術を要する 部門については，相当の経験を有する 技術者を配置し な

ければなら ない。  

( ２ )  管理技術者は， 技術士（ 上下水道部門（ 下水道） ） 又は下水道法に規定さ れた

資格を有する も のと し ，業務の全般にわたり 技術的管理を行わなければなら ない。



なお， 主要な設計協議なら びに現地調査に出席し なければなら ない。  

( ３ )  受注者は， 業務の進捗を図る ため， 十分な数の技術者を配置し なければなら な

い。  

１ －11  工程管理 

受注者は， 工程に変更を生じ た場合には， 速やかに変更工程表を提出し ， 協議し な

ければなら ない。  

１ －12 成果品の審査及び納品 

（ １ ） 受注者は， 成果品完成後に富谷市の審査を受けなければなら ない。  

（ ２ ） 成果品の審査において， 訂正を指示さ れた箇所は， ただちに訂正し なければな

ら ない。  

（ ３ ） 業務の審査に合格後， 成果品一式を納品し ， 富谷市の検査員の検査をも って，

業務の完了と する 。  

（ ４ ）業務完了後において，明ら かに受注者の責に伴う 業務のかし が発見さ れた場合，

受注者はただちに当該業務の修正を行わなければなら ない。  

１ －13  関係官公庁等と の協議 

受注者は， 関係官公庁等と 協議を必要と する と き 又は協議を受けたと き と き は， 誠

意をも ってこ れに当り ， こ の内容を遅滞なく 報告し なければなら ない。  

１ －14 証明書の交付 

必要な証明書及び申請書の交付は， 受注者の申請によ る 。  

１ －15  疑義の解釈 

本仕様書に定める 事項について， 疑義を生じ た場合又は本仕様書に定めのない事項

については， 富谷市， 受注者協議の上， こ れを定める 。  

 

   第２ 章  設 計 一 般 

２ －１  一般的事項 

     （ １ ） 業務の実施に当って， 受注者は富谷市と 密接な連絡を取り ， その連絡事項をそのつ

ど記録し ， 打合せの際， 相互に確認し なければなら ない。  

     （ ２ ） 設計業務着手時及び設計業務の主要な区切り において， 受注者と 富谷市は打合せを

行う も のと し ， その結果を記録し ， 相互に確認し なければなら ない。  

２ －２  設計基準等 

        設計に当っては，富谷市の指示する 図書及び本仕様書第６ 章参考図書に基づき ，設計を

行う 上でその基準と なる 事項について富谷市と 協議の上， 定める も のと する 。  

２ －３  設計上の疑義 

       設計上疑義の生じ た場合は, 富谷市と 協議の上, こ れら の解決にあたら なければなら ない。 

２ －４  設計の資料 

        設計の計算根拠， 資料等はすべて明確にし ， 整理し て提出し なければなら ない。  



２ －５  参考資料の貸与 

富谷市は， 業務に必要な下水道事業計画図書， 測量， 土質調査資料等を所定の手続き  

によ って貸与する 。  

２ －６  参考文献等の明記 

        業務に文献， その他の資料を引用し た場合は， その文献， 資料名を明記し なければなら

ない。  

２ －７  現地調査 

        受注者は， 現地を踏査し ， 富谷市の下水道事業計画図書， 測量， 土質調査資料等に基づ

き ， 下記事項について， 必要に応じ て、 確認し ておかなければなら ない。  

      （ １ ） 地形， その他 

            用地境界, 周辺の状況, 地盤高， 排水の状況， 連絡道路， 水道， ガス ， 電気の経路等 

      （ ２ ） 地質 

            地質調査資料と 現地と の関係 

      （ ３ ） 関連管き ょ の位置， 形状， 管底高 

      （ ４ ） 吐口の予定位置 

      （ ５ ） 放流先の状況 

      （ ６ ） その他設計に必要な事項 

２ －８  実施設計（ 詳細設計）  

      （ １ ） 実施設計（ 詳細設計） と は， 工事を実施する ために必要な設計図， 計算書等（ 以下

実施設計（ 詳細設計） 図書等と いう 。） の作成業務をいう 。  

     

第３ 章 改築実施設計（ 詳細設計）  

３ －１  実施設計（ 詳細設計） 図書の作成に関する 作業 

        実施設計（ 詳細設計） 業務は， 次の事項の確認並びに詳細設計図書の作成を行い， 実施

設計（ 詳細設計） 図書と し てま と めなければなら ない。  

  （ １ ） 改築実施設計（ 詳細設計） 業務で行う 計算書等の作成に関する 作業 

          受注者は， 富谷市が提供し た資料， 又は受注者の調査し た項目について， 整理し ， 確

認又は検討を行った後に次の作業を行う 。  

( ｲ)  機械関係 

① 設備容量計算書（ 能力、 台数、 出力等）  

② 機器リ ス ト 表 

③ 特殊設備の安全性・ 安定性に対する 検討書 

④ 主要機種重量表 

⑤ 機器搬出入計画書 

⑥ 施工計画書( 施工計画に伴う 各種計算書含む)  

 



( ﾛ)  電気関係 

① 設備容量計算書（ 能力， 台数， 出力等）  

② 運転操作概要書 

③ 主要機器重量表 

④ 機器搬出入計画書 

⑤ 施工計画書( 施工計画に伴う 各種計算書含む)  

    （ ２ ） 詳細設計図の作成に関する 作業 

          受注者は， 次に示す詳細設計図を作成する こ と 。  

( ｲ)  機械関係 

① フロ ーシート （ 全体及び施設又は設備ごと ）  

② 全体配置平面図 

③ 配置平面図 

④ 配置断面図 

⑤ 配管全体図 

⑥ 既設撤去図 

⑦ 工事特記仕様書 

( ﾛ)  電気関係 

① 構内一般平面図 

② 単線結線図 

③ 主要機器外形（ 参考寸法） 図 

④ 機能概略説明図（ 計装フ ロ ーシート ， 監視制御シス テム系統図）  

⑤ 主要配線， 配管系統図 

⑥ 配線， 配管布設図，（ ラ ッ ク ， ダク ト ， ピ ッ ト ）  

⑦ 接地系統図 

⑧ 機器配置図（ ⑥と の共用含む）  

⑨ 既設撤去図 

⑩ 工事特記仕様書 

    （ ３ ） 工事設計書の作成に関する 作業 

          受注者は， 富谷市の示す様式， 資料によ り 次のも のを作成する こ と 。  

      ( ｲ)  数量計算書（ 材料）  

      ( ﾛ)  工期算定計算書 

      ( ﾊ)  見積依頼書 

      ( ﾆ)  工事設計書（ 金抜設計書）  

 

 

 



第４ 章 照   査 

４ －１  照査の目的 

  受注者は業務を施行する う えで技術資料等の諸情報を活用し ， 充分な比較検討を行う

こ と によ り ， 業務の高い質を確保する こ と に努める と と も に， さ ら に照査を実施し ， 設

計図書に誤り がないよ う 努めなければなら ない。  

４ －２  照査の体制 

        受注者は遺漏なき 審査を実施する ため， 相当な技術経験を有する 照査技術者を配置し

なければなら ない。  

４ －３  照査事項 

        受注者は設計全般にわたり 正常時・ 異常時における 処理機能の確保， 施設の耐久性及

び環境条件に対する 適応性， 柔軟性を基本と し て以下に示す事項について照査を実施し

なければなら ない。  

    （ ２ ） 実施設計（ 詳細設計）  

      ( ｲ)  設計計画の妥当性（ 設計方針， 設計条件等） の照査 

      ( ﾛ)  各種計算書の適切性に関する 照査 

   ( ﾊ)  各種設計図の適切性に関する 照査 

      ( ﾆ)  各種計算書と 設計図の整合性に関する 照査 

 

第５ 章 提 出 図 書 

５ －１  提出図書 

        提出すべき 成果品と その部数は次のと おり と する 。 なお, 製本はすべて白焼き と する 。

ま た， 製本はすべて表紙， 背表紙と も タ イ ト ルをつけ， 直接印刷し たも のと する 。 なお,

成果品の作成に当っては, その編集方法についてあら かじ め富谷市と 協議する こ と 。  

５ －２  実施設計（ 詳細設計） 提出図書    

（ １ ）  機械関係 

( ｲ)  実施設計（ 詳細設計） 図       A3 判折り たたみ製本      ３ 部と 原図 

( ﾛ)  計算書（ 数量計算書を除く ）      A4 判又は A3 判製本       ３ 部と 原稿 

( ﾊ)  特記仕様書             A4 判製本           ３ 部と 原稿 

( ﾆ)  工事設計書             A4 判               原稿 

（ ２ ）  電気関係 

    ( ｲ)  実施設計（ 詳細設計） 図             A3 判折り たたみ製本            ３ 部と 原図 

   ( ﾛ)  計算書（ 数量計算書を除く ）          A4 又は A3 判製本               ３ 部と 原稿 

    ( ﾊ)  特記仕様書                         A4 判製本                      ３ 部と 原稿 

    ( ﾆ)  工事設計書                         A4 判                             原稿 

（ ２ ） 議事録                                A4 判                          ３ 部と 原稿 

（ ３ ） 電子成果品                               １ 式 



第６ 章 参 考 図 書 

６ －１  参考図書 

        業務は， 下記に掲げる 最新版図書を参考にし て行う も のと する 。  

    （ １ ） 日本工業規格（ Ｊ Ｉ Ｓ ）  

    （ ２ ） 日本下水道協会規格（ Ｊ Ｓ ＷＡ Ｓ ）  

    （ ３ ） 電気規格調査会標準規格（ Ｊ Ｅ Ｃ ）  

    （ ４ ） 日本電機工業会標準規格（ Ｊ Ｅ Ｍ）  

    （ ５ ） 日本農業規格（ Ｊ Ａ Ｓ ）  

   （ ６ ） 日本電線工業会標準規格（ Ｊ Ｃ Ｓ ）  

   （ ７ ） 内線規程（ 日本電気協会）  

   （ ８ ） 下水道施設計画・ 設計指針と 解説（ 日本下水道協会）  

   （ ９ ） 下水道維持管理指針（ 日本下水道協会）  

  （ １ ０ ） 小規模下水道計画・ 設計・ 維持管理指針と 解説（ 日本下水道協会）  

  （ １ １ ） 下水道施設の耐震対策指針と 解説（ 日本下水道協会）  

  （ １ ２ ） 下水道施設耐震計算例－処理場・ ポンプ場編－（ 日本下水道協会）  

  （ １ ３ ） 水理公式集（ 土木学会）  

 （ １ ４ ） コ ンク リ ート 標準示方書（ 土木学会）  

  （ １ ５ ） 鉄筋コ ンク リ ート 構造計算規準・ 同解説（ 日本建築学会）  

  （ １ ６ ） 鉄骨鉄筋コ ンク リ ート 構造計算規準・ 同解説 

－許容応力度設計と 保有水平耐力－（ 日本建築学会）  

  （ １ ７ ） 鋼構造設計規準－許容応力度設計法－（ 日本建築学会）  

  （ １ ８ ） 建築基礎構造設計指針（ 日本建築学会）  

  （ １ ９ ） 壁式構造関係設計規準集・ 同解説（ 壁式鉄筋コ ンク リ ート 造編）（ 日本建築学会）  

  （ ２ ０ ） 土木製図基準（ 土木学会）  

  （ ２ １ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部監修 建築工事設計図書作成基準及び同解説（ 公共建築協会）                   

  （ ２ ２ ） 機械製図基準Ｊ Ｉ Ｓ ハンド ブッ ク  ５ （ 日本規格協会）  

  （ ２ ３ ） 電気記号Ｊ Ｉ Ｓ ハンド ブッ ク  ７ （ 日本規格協会）  

  （ ２ ４ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部整備課 建築工事標準詳細図 

  （ ２ ５ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部設備・ 環境課監修 公共建築設備工事標準図（ 電気設備工事編）  

（ ２ ６ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部設備・ 環境課監修 公共建築設備工事標準図（ 機械設備工事編）  

  （ ２ ７ ） 国土交通大臣官房技術調査室土木研究所監修 土木構造物設計ガイ ド ラ イ ン （ 全日本建設技術協会）  

  （ ２ ８ ） 改訂 解説・ 河川管理施設等構造令（ 日本河川協会）  

  （ ２ ９ ） 港湾の施設の技術上の基準・ 同解説（ 日本港湾協会）  

  （ ３ ０ ） 揚排水ポン プ設備技術基準（ 案） 同解説／揚排水ポンプ設備設計指針（ 案） 同解説 

（ 河川ポンプ施設技術協会）  

  （ ３ １ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（ 建築工事編）（ 公共建築協会）  



  （ ３ ２ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（ 電気設備工事編）（    〃   ）  

  （ ３ ３ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（ 機械設備工事編）（    〃   ）  

  （ ３ ４ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部整備課監修 建築構造設計基準（    〃   ）  

  （ ３ ５ ） 建設大臣官房官庁営繕部監修 官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（    〃   ）  

  （ ３ ６ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部監設備・ 環境課監修  建築設備設計基準（    〃   ）  

（ ３ ７ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部監修 公共建築改修工事標準仕様書（ 建築工事編）（    〃     ）  

  （ ３ ８ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部監修 公共建築改修工事標準仕様書（ 電気設備工事編）（   〃  ）  

  （ ３ ９ ） 国土交通大臣官房官庁営繕部監修 公共建築改修工事標準仕様書（ 機械設備工事編）（   〃  ）  

（ ４ ０ ） ダム・ 堰施設技術基準（ 案）（ 基準解説編・ マニュ アル編）（ ダム・ 堰施設技術協会）  

（ ４ １ ） ダム・ 堰施設技術基準（ 案）（ 基準解説編・ 設備計画マニュ アル編）（    〃   ）  

（ ４ ２ ） 水門・ 樋門ゲート 設計要領（ 案）（    〃   ）  

 



成田第１ 汚水中継ポンプ場改築実施設計業務 特記仕様書 

 

 

１ ． 業務名  令和６ 年度 成田第１ 汚水中継ポンプ場改築実施設計業務 

 

２ ． 特記仕様書の適用範囲 

  こ の仕様書は、「 令和６ 年度成田第１ 汚水中継ポンプ場改築実施設計業務一般仕様書第

１ 章 1. 1、 及び 1. 2 に定める 特記仕様書」 と し 、 こ の仕様書に記載のさ れていない事項は

前記一般仕様書によ る 。  

 

３ ． 業務の対象 

( 汚水中継ポンプ場)  

 （ １ ） 名  称    成田第１ 汚水中継ポンプ場 

 （ ２ ） 位  置    富谷市成田三丁目 35 地内 

 （ ３ ） 排除方式    分流式下水道 

 （ ４ ） ポンプ場種類  汚水中継ポンプ場 

（ ５ ） 設計対象水量  0. 208 m3/秒 

 

４ ． その他特記事項 

（ １ ） 設計対象 

設計 

工種 

設計対象水量 

( m3/秒)  

改築 

レ ベル 
構成部分 小分類 設計範囲 

機械 

0. 208 

1 除塵設備 自動除塵機 

◎ 

1 

ポンプ設備 

水中撹拌機 

1 ポンプ本体 

1 電動機 

1 

付帯設備 

ｸﾚー ﾝ類物あげ装置 

1 床排水ポンプ 

1 活性炭吸着装置 

1 ファ ン 

電気 

2 負荷設備 動力制御盤 

2 計測設備 レ ベル計 

2 流量計 

2 監視制御設備 現場盤 

◎図面、 数量を含むすべて、 〇図面ま で、 △数量計算のみ 

 

※改築レ ベルの区分 

改築レ ベル 
レ ベル区分の説明 

機械・ 電気 

レ ベル 1 
処理方式、 処理フ ロ ー及び維持管理方式の変更など に伴い、 一連の主要設備を 新たな仕

様（ 機種、 台数、 能力、 シス テムなど ） へ変更し 、 改築を行う 場合 

レ ベル 2 
劣化し た主要設備を 最新の技術動向に対応し た改築と 、 それに伴う 関連設備（ 補機、 電

気設備等） の改築を 行う 場合 

レ ベル 3 劣化し た設備の仕様変更を伴わない単純な改築を行う 場合 

 



（ ２ ） その他 

機械・ 電気設備の改築に伴い、形状変更、既設コ ンク リ ート のはつり 等が生じ る 場合 

には、 必要な補強検討、 図面作成、 数量計算を設計範囲に含める 。  

 

５ ． 設計協議 

  設計協議は「 業務着手時」、「 中間打合せ１ 回」、「 完了時」 の３ 回と する 。 業務の進捗状

況によ って、 監督員が必要と 判断し た場合は設計協議を行う も のと する 。  

 

６ ． 現地調査 

  現地調査は１ 回と する 。 ただし 、 必要に応じ て行う も のと する 。  

 

７ ． 貸与品 

  下記の図書を必要に応じ て貸与する 。  

  ・ 富谷市が所有する 委託成果品全般 

  ・ 富谷市が管理する 工事完成図書全般 

 

８ ． その他 

本仕様書に記載のない事項及び疑義を生じ たと き は、 必要に応じ 監督員と 協議し て定 

める 。  



赤字：今回対象
　



赤字：今回対象
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設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

付帯設備

脱臭設備

ﾌｧﾝ

15年

30年

資産名称 脱臭ﾌｧﾝ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1993年度

30年

水処理設備

用水設備

自動給水装置

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020070

資産名称 受水ﾀﾝｸ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1993年度

30年

付帯設備

ｸﾚｰﾝ類物あげ設備

ｸﾚｰﾝ類物あげ装置

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020060

資産名称 送水ﾎﾟﾝﾌﾟ吊上機_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1993年度

30年

付帯設備

ｸﾚｰﾝ類物あげ設備

ｸﾚｰﾝ類物あげ装置

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020050

資産名称 機器吊上機_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1993年度

30年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

水中攪拌機

10年

20年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020040

資産名称 ﾎﾟﾝﾌﾟ井攪拌機_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1993年度

30年

沈砂池設備

ｽｸﾘｰﾝかす設備

ｽｸﾘｰﾝ

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020030

資産名称 ﾊﾞｲﾊﾟｽｽｸﾘｰﾝ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1993年度

30年

沈砂池設備

ｽｸﾘｰﾝかす設備

自動除塵機

15年

30年

富谷市下水道ストックマネジメント 写真帳【基礎調査】　機械
全　景　写　真 銘　　　板

リスト番号 11PM020010

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020020

資産名称 自動除塵機_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1993年度

30年



設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

付帯設備

ｹﾞｰﾄ設備

流出ｹﾞｰﾄ

25年

45年

資産名称 No.2流出ｹﾞｰﾄ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2017年度

6年

付帯設備

ｹﾞｰﾄ設備

流出ｹﾞｰﾄ

25年

45年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020130

資産名称 No.1流出ｹﾞｰﾄ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2017年度

6年

付帯設備

ｹﾞｰﾄ設備

流入ｹﾞｰﾄ

25年

45年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020120

資産名称 No.2流入ｹﾞｰﾄ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2017年度

6年

付帯設備

ｹﾞｰﾄ設備

流入ｹﾞｰﾄ

25年

45年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020110

資産名称 No.1流入ｹﾞｰﾄ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2017年度

6年

付帯設備

ｹﾞｰﾄ設備

流入ｹﾞｰﾄ

25年

45年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020100

資産名称 主流入ｹﾞｰﾄ_成田第一

設置場所 屋外

2017年度

6年

付帯設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ類

床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM010010

資産名称 床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1993年度

30年

付帯設備

脱臭設備

活性炭吸着装置

15年

30年

富谷市下水道ストックマネジメント 写真帳【基礎調査】　機械
全　景　写　真 銘　　　板

リスト番号 11PM020080

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020090

資産名称 活性炭吸着塔_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1993年度

30年



設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ本体

15年

30年

資産名称 No.1-2送水ﾎﾟﾝﾌﾟ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

電動機

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020200

資産名称
No.1-1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ用電動機_成田第
一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ本体

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020190

資産名称 No.1-1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

沈砂池設備

汚水沈砂設備

貯留装置

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020180

資産名称 No.2沈砂ｺﾝﾃﾅ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

沈砂池設備

汚水沈砂設備

貯留装置

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020170

資産名称 No.1沈砂ｺﾝﾃﾅ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

沈砂池設備

汚水沈砂設備

貯留装置

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020160

資産名称 No.2し渣ｺﾝﾃﾅ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

沈砂池設備

汚水沈砂設備

貯留装置

15年

30年

富谷市下水道ストックマネジメント 写真帳【基礎調査】　機械
全　景　写　真 銘　　　板

リスト番号 11PM020140

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020150

資産名称 No.1し渣ｺﾝﾃﾅ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年



設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

電動機

15年

30年

資産名称
No.3-1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ用電動機_成田第
一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2012年度

11年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ本体

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020270

資産名称 No.3-1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2012年度

11年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

電動機

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020260

資産名称
No.2-2送水ﾎﾟﾝﾌﾟ用電動機_成田第
一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ本体

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020250

資産名称 No.2-2送水ﾎﾟﾝﾌﾟ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

電動機

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020240

資産名称
No.2-1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ用電動機_成田第
一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ本体

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020230

資産名称 No.2-1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

電動機

15年

30年

富谷市下水道ストックマネジメント 写真帳【基礎調査】　機械
全　景　写　真 銘　　　板

リスト番号 11PM020210

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020220

資産名称
No.1-2送水ﾎﾟﾝﾌﾟ用電動機_成田第
一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年



設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

吐出弁

15年

30年

資産名称 No.1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ用吐出弁_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2016年度

7年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

吐出弁

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020340

資産名称 No.4流量計点検弁_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

吐出弁

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020330

資産名称 No.3流量計点検弁_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

吐出弁

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020320

資産名称 No.2流量計点検弁_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

吐出弁

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020310

資産名称 No.1流量計点検弁_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

電動機

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020300

資産名称
No.3-2送水ﾎﾟﾝﾌﾟ用電動機_成田第
一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2012年度

11年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ本体

15年

30年

富谷市下水道ストックマネジメント 写真帳【基礎調査】　機械
全　景　写　真 銘　　　板

リスト番号 11PM020280

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020290

資産名称 No.3-2送水ﾎﾟﾝﾌﾟ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2012年度

11年



設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

設置年度

経過年数
大分類

中分類

小分類

標準耐用年数

目標耐用年数

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ本体

15年

30年

資産名称 No.2水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ_明石台

設置場所 屋外

2021年度

2年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ本体

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 12PM010030

資産名称 No.1水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ_明石台

設置場所 屋外

2021年度

2年

水処理設備

用水設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 12PM010020

資産名称 No.3軸封水ﾎﾟﾝﾌﾟ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2022年度

1年

水処理設備

用水設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020390

資産名称 No.2軸封水ﾎﾟﾝﾌﾟ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2012年度

11年

水処理設備

用水設備

ﾎﾟﾝﾌﾟ

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020380

資産名称 No.1軸封水ﾎﾟﾝﾌﾟ_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2012年度

11年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

吐出弁

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020370

資産名称 No.3送水ﾎﾟﾝﾌﾟ用吐出弁_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2016年度

7年

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

吐出弁

15年

30年

富谷市下水道ストックマネジメント 写真帳【基礎調査】　機械
全　景　写　真 銘　　　板

リスト番号 11PM020350

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PM020360

資産名称 No.2送水ﾎﾟﾝﾌﾟ用吐出弁_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2023年度

0年
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設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

富谷市下水道ストックマネジメント 写真帳【基礎調査】　電気
全　景　写　真 銘　　　板

リスト番号 11PE020010

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020020

資産名称 柱上気中開閉器_PAS_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2015年度

8年

資産名称 引込盤_H1_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

電気計装設備

受変電設備

柱上開閉器

15年

25年

電気計装設備

受変電設備

断路器盤

20年

35年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020030

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020040

資産名称 受電盤_H2_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

資産名称 主変圧器盤_H3_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

電気計装設備

受変電設備

遮断器盤

20年

35年

電気計装設備

受変電設備

変圧器盤

20年

35年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020050

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020060

資産名称 №1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤_P1_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

資産名称 №2送水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤_P2_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

電気計装設備

負荷設備

動力制御盤

15年

30年

電気計装設備

負荷設備

動力制御盤

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020070

電気計装設備

負荷設備

動力制御盤

15年

30年

資産名称 №3送水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤_P3_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2012年度

11年



設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

富谷市下水道ストックマネジメント 写真帳【基礎調査】　電気
全　景　写　真 銘　　　板

リスト番号 11PE020150

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020160

資産名称 始動用直流電源盤_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

資産名称 直流電源盤_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2015年度

8年

電気計装設備

制御電源及び計装用電源設備

蓄電池盤

15年

30年

電気計装設備

制御電源及び計装用電源設備

蓄電池盤

10年

20年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020170

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020180

資産名称 流入渠水位計_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

資産名称 №1ﾎﾟﾝﾌﾟ井水位計_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

電気計装設備

計測設備

ﾚﾍﾞﾙ計

10年

20年

電気計装設備

計測設備

ﾚﾍﾞﾙ計

10年

20年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020190

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020200

資産名称 №2ﾎﾟﾝﾌﾟ井水位計_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

資産名称 №1送水流量計_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

電気計装設備

計測設備

ﾚﾍﾞﾙ計

10年

20年

電気計装設備

計測設備

流量計

10年

20年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020210

電気計装設備

計測設備

流量計

10年

20年

資産名称 №2送水流量計_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年



設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

設置年度
経過年数
大分類
中分類
小分類
標準耐用年数
目標耐用年数

富谷市下水道ストックマネジメント 写真帳【基礎調査】　電気
全　景　写　真 銘　　　板

リスト番号 11PE020220

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020230

資産名称
ﾎﾟﾝﾌﾟ設備現場操作盤_L3_成田第
一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

資産名称 軸封水ﾎﾟﾝﾌﾟ現場操作盤_L4_成田
第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

1994年度

29年

電気計装設備

監視制御設備

現場盤

15年

30年

電気計装設備

監視制御設備

現場盤

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020240

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020250

資産名称
脱臭設備動力制御盤_CB3_成田第
一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2022年度

1年

資産名称
沈砂池･ﾎﾟﾝﾌﾟ井設備動力制御盤
_CB2_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2022年度

1年

電気計装設備

負荷設備

動力制御盤

15年

30年

電気計装設備

負荷設備

動力制御盤

15年

30年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020260

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020270

資産名称
ｹﾞｰﾄ設備動力制御盤_CB1_成田第
一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2022年度

1年

資産名称 電源分岐盤_LB1_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2022年度

1年

電気計装設備

負荷設備

動力制御盤

15年

30年

電気計装設備

受変電設備

低圧主幹盤

20年

35年

全　景　写　真 銘　　　板
リスト番号 11PE020280

電気計装設備

監視制御設備

監視盤

15年

30年

資産名称 監視計装盤_KP_成田第一

設置場所 ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設

2012年度

11年


